
第1章

0 3 50 3 6

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

開港から４００年。古くから港町、商都として発展してきた県都、青森市。

若者をはじめとした多くの市民がこのまちで暮らしていける環境をつくるため、

豊かな地域資源を活かしながら魅力あるビジネスを創出するとともに、

担い手の育成・確保等を進める「しごと創り」に取り組みます。
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若
者
等
の
起
業
・
創
業
や
、
地
元
企
業
に
よ
る
新
た

な
領
域
で
の
事
業
展
開
、
第
二
創
業
※
9
な
ど
、
地
域
資

源
や
特
性
を
活
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向
上
の
取
組
な
ど
を
通
じ
た

経
営
基
盤
の
強
化
を
促
進
す
る
ほ
か
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
個
性
と
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
多
様
な
企

業
の
立
地
等
を

促
進
す
る
ほ
か
、

若
者
等
の
地
元

就
職
や
誰
も
が

安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る

雇
用
環
境
づ
く

り
等
を
促
進
し

ま
す
。

産業の振興・
雇用対策の推進

地域ベンチャー
支援の推進

第1項

P039

第2項
地域資源を活かした
産業の育成

P040

第3項
個性と魅力ある
商店街の形成

P042

第4項

雇用対策の推進

P043

0 3 70 3 8

基本方向

施策の体系
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と
創
り

第
１
節 

産
業
の
振
興
・
雇
用
対
策
の
推
進

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
１
節 

産
業
の
振
興
・
雇
用
対
策
の
推
進

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
中
小
企
業
の
状
況
》

●
地
元
企
業
数
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小
企
業
に
お
い

て
は
、経
営
基
盤
が
弱
い
こ
と
か
ら
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
く
、ま
た
、経
営
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

《
商
店
街
の
状
況
》

●
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
郊
外
の
大
型
店
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
に
よ
る
購
買
機
会
の
多
様
化
、経
営

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、商
店
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

《
雇
用
の
状
況
》

●
人
口
減
少
や
若
者
等
の
域
外
流
出
に
伴
う
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
り
、労
働
力
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、労
働
参
加
率
※
6
や
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
企
業
立
地
の
状
況
》

●
I
C
T
※
7
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、
首
都
圏
等
の
企

業
に
よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
※
8
の
立
地
が
進
む
な

ど
、企
業
の
進
出
形
態
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

産
業
の
振
興
・
雇
用
対
策
の
推
進

産
業
の
振
興
・
雇
用
対
策
の
推
進

第1節 

現状と
課題
現状と
課題

《
産
業
の
状
況
》

●
本
市
の
産
業
は
、多
様
な
交
通
拠
点
を

有
す
る
本
市
の
特
長
を
背
景
に
、卸
売・

小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
3
次

産
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
、

雇
用
創
出
効
果
と
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
高
い

製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
2
次
産
業
の
集
積
が
他

都
市
に
比
べ
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、消
費
需
要

の
低
下
や
地
域
間
競
争
の
激
化
な
ど
が
進
行
す
る
こ

と
に
加
え
、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
※
1
や
、A
I
※
2・

Io
T
※
3
な
ど
の
技
術
革
新
に
よ
り
、産
業
構
造
や
雇
用

環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
本
市
産
業
の
自
立
的
な
発
展
に
向
け
、地
域
資
源
を
最

大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、農
商
工
連
携
※
4・産
学
金
官

連
携
※
5
を
通
じ
て
、今
後
、成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業

や
意
欲
の
あ
る
新
た
な
起
業
家
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
域
外
か
ら
の
所
得
獲
得
を
進
め
る
と
と
も
に
域
内
で

循
環
さ
せ
る
、地
域
経
済
の
好
循
環
を
創
出
す
る
こ
と

※1［グローバル化］ これまでの国の枠を越えて、生活や経済活動における相互関係が世界的規模で広がっていくこと。
※2［AI］ 人工知能。
※3［IoT］ モノのインターネット（Internet of Things）。自動車、家電、ロボット、施設などあらゆるモノがインターネットにつながり、情
報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、新たな付加価値を生み出すというもの。
※4［農商工連携］ 農林漁業者と商工業者がお互いの技術やノウハウを持ち寄り、新しい商品やサービスの開発・提供、販路の拡大などに
取り組むこと。
※5［産学金官連携］ 民間企業、大学などの教育機関や研究機関、金融機関、自治体などが連携し、新技術や新事業の創出などに取り組
むこと。
※6［労働参加率］ 15歳以上の人口のうち就業している人（仕事を探している人を含む）の占める割合のこと。
※7［ICT］ 情報通信技術（Information and Communication Technology）。パソコンやスマートフォンなどを活用したコミュニ
ケーションを行うための技術。
※8［サテライトオフィス］ 企業の本拠地から地理的に離れた場所に設置されたオフィス。
※9［第二創業］ 既に事業を営んでいる事業所の後継者などが業態転換や新規事業に進出すること。

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

出典：全国・青森県は厚生労働省「職業安定業務統計」、
青森公共職業安定所管内は青森労働局調べ

（H：平成）

有効求人倍率の推移

H19
（2007）

0.2
0.4
0.6
0.8
1

1.2
1.4
1.6
（倍）

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30（年度）
（2018）

リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク

新
幹
線

新
青
森
駅
開
業

東
日
本
大
震
災

0.45倍0.45倍1.02倍1.02倍
0.48倍0.48倍

0.48倍0.48倍
0.30倍0.30倍
0.29倍0.29倍

1.30倍1.30倍

1.62倍1.62倍
1.54倍1.54倍

青森公共職業案内所管内 全国 青森県
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第
1
項

地
域
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
推
進

産
学
金
官
の
連
携
※
1
に
よ
り
、
若
者
等
の
起
業
・
創
業
や
地
元
企
業
の
新
た
な
領
域
で
の
事
業
展
開
、

第
二
創
業
※
2

な
ど
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
を
促
進
し
ま
す
。

第
2
項

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
育
成

本
市
産
業
の
自
立
的
な
発
展
に
向
け
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
元
企
業
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
取
組
な
ど
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

主な取組

※1［産学金官連携］ 民間企業、大学などの教育機関や研究機関、金融機関、自治体などが連携し、
新技術や新事業の創出などに取り組むこと。
※2［第二創業］ 既に事業を営んでいる事業所の後継者などが業態転換や新規事業に進出すること。
※3［アントレプレナーシップ］ 事業創造や新商品開発などに高い創造意欲を持ち、リスクに対しても
積極的に挑戦していく姿勢や発想、能力などを指す起業家精神のこと。

成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
の
育
成

●
本
市
産
業
経
済
の
優
位
性
や
弱
点
を
踏
ま
え
、
成
長
分
野
の

産
業
や
、
本
市
の
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
場
産
業

の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
農
商
工
連
携
※
4・
産
学
金
官
連
携
※
5
に
よ
り
、
地
域
資
源
や

特
性
を
活
か
し
た
新
技
術
、
新
商
品
、
商
品
の
高
付
加
価
値

化
な
ど
、
新
た
な
取
組
を
進
め
る
企
業
へ
の
支
援
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

●
企
業
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、
市
内
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
図
り
、
企
業
が
保
有
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
促
進
し
ま
す
。

国
内
外
で
の
販
路
拡
大

●
県
や
周
辺
市
町
村
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
首
都
圏
等

で
の
物
産
販
売
・
P
R
や
商

談
を
通
じ
、
地
元
企
業
の
新

た
な
販
路
開
拓
を
促
進
し

ま
す
。

●
日
本
貿
易
振
興
機
構
や
県
内

市
町
村
等
と
連
携
し
、
貿
易

情
報
の
提
供
や
商
談
会
な
ど

を
通
じ
、
地
元
企
業
の
海
外

市
場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

促
進
し
ま
す
。

※4［農商工連携］ 農林漁業者と商工業者がお互いの技術やノウハウを持ち寄り、新しい商品やサー
ビスの開発・提供、販路の拡大などに取り組むこと。
※5［産学金官連携］ 民間企業、大学などの教育機関や研究機関、金融機関、自治体などが連携し、
新技術や新事業の創出などに取り組むこと。

目 標 と する 指 標

主な取組

新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
を
促
進

●
青
森
商
工
会
議
所
等
と
の
連
携
の
も
と
、「
A
O
M
O
R
I  

S
T
A
R
T
U
P 

C
E
N
T
E
R
」に
設
置
し
て
い
る「
あ
お
も
り
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
拠
点
に
、

創
業
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
対
応
な
ど
の
支
援
を
通
じ
、起
業・創
業
を
促
進
し
ま
す
。

●
地
元
企
業
に
よ
る
既
存
事
業
と
異
な
る
分
野・業
態
へ
の
進
出
に
対
す
る
支
援
の
充
実
な
ど

を
通
じ
、第
二
創
業
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
で
の
事
業
展
開
を
促
進
し
ま
す
。

●
起
業
後
に
お
い
て
も
、関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
継
続
的
な
支
援
を
通
じ
、経
営
の
安
定
化・

事
業
の
成
長
を
促
進
し
ま
す
。

起
業
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

●
大
学
等
と
連
携
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
※
3（
起
業
家
精
神
）の
涵
養
な
ど
を
通
じ
、

大
学
生
等
の
未
来
の
起
業
家
を
目
指
す
機
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、小・中
学
生
に
対

し
、社
会
的・職
業
的
自
立
に
向
け
、必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、起
業
経
験
者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
創
業
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
る
取
組
を
通
じ
、起
業
家
と
な
り
得
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

青森県の食材を使ったメ

ニューを提供するプロ

モーションイベント「う

まい !! 青森フードフェア

2018」を、シンガポー

ルで開催

AOMORI STARTUP CENTERの
支援による市内での年間創業件数

●創業件数

基準値：20件〈2018（平成30）年度見込み〉

目標値

起業・創業や新たな事業展開へ
挑戦する事業者として市が認定した件数
（2017（平成29）年度からの累計）

●新ビジネスチャレンジャー
　認定件数

基準値：11件〈2018（平成30）年度〉

目標値 30 件 41件

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。
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業
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推
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目 標 と する 指 標

※1［事業承継］ 会社の経営を後継者に引き継ぐこと。

0 4 10 4 2

個
性
と
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
等
の
維
持
・
向
上
に
向
け
、

地
域
特
性
に
応
じ
た
個
性
と
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
促
進
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

第
3
項

地
元
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

●（
公
財
）21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
青
森
商
工

会
議
所
、青
森
市
浪
岡
商
工
会
な
ど
の
支
援
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
経
営
指
導
や
各
種
融
資
制
度
等
に
よ
り
、地
元
企
業
の
生

産
性
向
上
や
経
営
革
新・安
定
化
を
促
進
し
ま
す
。

●
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
地
元
企
業
に
対
し
、
事
業
承
継
※
1

に
関
す
る
相
談
対
応
や
青
森
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
、
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
し
た
支
援
を
通
じ
、
円
滑
な

事
業
承
継
を
促
進
し
ま
す
。

●
青
森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
企
業
組
合
や
連
携
組
織
の
設
立
・
運
営
に
対
す
る
支
援

を
通
じ
て
、
地
元
企
業
の
共
同

化
・
協
業
化
を
促
進
し
ま
す
。

●
市
内
企
業
や
あ
お
も
り
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ・カ
レ
ッ
ジ
が
行
う
人
材

育
成
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
、経

営
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
、経
営
力
や
技
術
力
の
高
い

人
材
育
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
※2［リノベーション］ 既存建物等を大規模に改修するなど、用途変更や機能の高度化を図り、新し
い価値を加えること。

目 標 と する 指 標

主な取組

商
店
街
の
機
能
充
実

●
青
森
商
工
会
議
所
や
青
森
商
店
街
連
盟
等
と
連
携
し
、
商

店
街
に
お
け
る
起
業・創
業
や
事
業
承
継
の
促
進
に
よ
る
新

た
な
担
い
手
の
育
成
な
ど
を
通
じ
、
商
店
街
の
サ
ー
ビ
ス・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持・向
上
を
図
り
ま
す
。

商
店
街
の
魅
力
向
上

●
地
域
等
と
連
携
し
た
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る
な
ど
、地

域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
店
街
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

●
空
き
店
舗・空
き
ビ
ル
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
※
2
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、に
ぎ
わ
い
と
魅

力
あ
る
商
業
空
間
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
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市内事業者が、設備投資を対象とする
市の支援制度を活用した件数

●設備投資件数

基準値：201件〈2017（平成29）年度〉

201件
目標値

しんまちふれあい広場

市の支援制度を活用して、
商店街で新規に開業した件数
（2018（平成30）年度からの累計）

●商店街での新規開業件数

基準値：3件〈2018（平成30）年度見込み〉

目標値 28 件

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。
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産
業
の
振
興
・
雇
用
対
策
の
推
進

0 4 30 4 4

雇
用
対
策
の
推
進

労
働
力
の
確
保
に
向
け
、
若
者
等
の
地
元
就
職
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
雇
用
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
企
業
の
立
地
等
を
促
進
し
ま
す
。

※1［ワーク・ライフ・バランス］ 仕事と生活の調和。誰もが、仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己
啓発など、さまざまな活動を自らが希望するバランスで展開できる状態のこと。

目 標 と する 指 標

第
4
項

雇
用
環
境
づ
く
り

●
高
校
生
、大
学
生
な
ど
の
若
者
や
U
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
な
ど
に
対
し
、本
市
で
働
く
こ
と
の
魅
力

等
の
情
報
発
信
や
就
職
活
動
へ
の
支
援
等
を
通
じ
、若
者
等
の
地
元
就
職
を
促
進
し
ま
す
。

●
若
者
等
の
早
期
離
職
の
防
止
に
向
け
、若
手
社
員
等
を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
な
ど
を

通
じ
て
、市
内
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
と
職
場
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

●
国・県
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、企
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
※
1
の
推
進
や

福
利
厚
生
の
充
実
な
ど
を
通
じ
、若
者
や
女
性
、高
齢
者
な
ど
の
多
様
な
人
材
が
、多
様
な
働
き
方

に
よ
り
活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

企
業
立
地
の
促
進

●
県
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
成
長
分
野
の
産
業
な
ど
多
様
な
企

業
の
立
地
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
青
森
中
核
工
業
団
地
な
ど
へ
の
企
業
立
地
の
促
進
に
向
け
、多
様
な
進
出
形
態
に
対
応
し
た
受
入

態
勢
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
立
地
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通
じ
、立
地
企
業
の
定
着
化
や
事
業
拡
大
、

地
元
企
業
と
の
企
業
間
連
携
を
促
進
し
ま
す
。

安
全・安
心
や
環
境
に
や
さ
し
い
生
産
活
動
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
と
、病
害
虫
の
発
生
源
と
な

り
、周
辺
の
耕
地
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

●
狭
小・不
整
形
な
農
地
は
利
用
集
積
が
進
ま
ず
、有
効

活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
植
栽
さ
れ
た

人
工
林
が
主
伐
期
を
迎
え
て
い
る
中
、木
材
価
格
の
低

迷
や
労
賃
等
の
経
営
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
林
業
生
産

活
動
の
停
滞
に
伴
い
、森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
減

退
し
て
い
ま
す
。

●
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
を
主
力
と
す
る
本
市
水
産
業
の
経
営

は
、陸
奥
湾
の
異
常
高
水
温
被
害
等
の
影
響
を
受
け
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

《
市
場
取
引
の
状
況
》

●
産
地
直
接
取
引
と
い
っ
た
市
場
外
流
通
の
増
加
等
に
よ

る
市
場
取
引
高
の
減
少
は
、市
場
機
能
を
低
下
さ
せ
、

生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
に
支
障
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

第2節 

現状と
課題
現状と
課題

《
販
売
力
の
状
況
》

●
農
林
水
産
品
の
需
要
量
の
減
少
や
輸

入
農
林
水
産
品
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

産
地
間
競
争
の
激
化
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
担
い
手
の
状
況
》

●
農
林
水
産
業
従
事
者
の
う
ち
、特
に
就
業
人
口
の
減
少

が
著
し
い
農
業
に
お
い
て
は
、2
0
0
5（
平
成
17
）年

の
5
8
5
0
人
に
対
し
、2
0
1
5（
平
成
27
）年
に
は

3
5
0
2
人
と
約
4
割
の
2
3
4
8
人
が
減
少
し
て
い

る
と
と
も
に
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
2
0
0
5（
平
成

17
）年
の
54
・
9
％
に
対
し
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）年

に
は
59
・
3
％
に
上
昇
し
、
農
業
就
業
者
の
約
6
割
が

65
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

《
農
林
水
産
業
の
経
営・生
産
の
状
況
》

●
コ
メ
や
り
ん
ご
の
み
の
単
一
経
営
は
、自
然
災
害
や
市

場
価
格
の
変
動
な
ど
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

●
近
年
、農
作
物
の
残
留
農
薬
や
産
地・食
品
の
偽
装
表

示
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
等
を
背
景
に
、
食
の

市の Uターン就活サポートデスク等に
おける就職相談件数

●若者等の地元就職に
　関する相談件数

基準値：420件〈2017（平成29）年度〉

目標値

市と立地協定を締結して、
本市へ新たに開設された事業所数
（2017（平成29）年度からの累計）

●立地企業数

基準値：4件〈2017（平成29）年度〉

22件
目標値 540件

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。



　
　
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
安
全
・
安
心
な
市
産
農
林

水
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
や

高
付
加
価
値
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
販

売
力
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
技
術
の
導
入
や
経
営
の
多
角
化
な
ど
に
よ
り
、
農
林

水
産
業
の
経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
ほ
か
、
農
林
水

産
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
や
森
林
、
漁
港
な
ど
の

適
正
な
管
理
や
そ
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、
優
良
農
地

の
確
保
や
森
林
な
ど
が
も
つ
多
面
的
機
能
※
1
の
維
持
・

発
揮
と
水
産
資
源
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

0 4 50 4 6

基本方向

施策の体系

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
2
節 

農
林
水
産
業
の
振
興

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
2
節 

農
林
水
産
業
の
振
興

第
1
項

あ
お
も
り
産
品
の
販
売
力
の
強
化

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
安
全
・
安
心
な
市
産
農
林
水
産
品
の
域
内
外
へ
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
付
加
価
値
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
販
売
力
を
強
化
し
ま
す
。

※1 ［多面的機能］ 農業・農村が有する国土の保全、水源の涵養、良好な景観の形成などや、森林が有する温室効果ガス吸収源や土砂災
害防止などの機能。

主な取組

販
路
拡
大
・
販
売
力
の
強
化

●
市
の
広
報
媒
体
で
あ
る
広
報
あ
お
も
り
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
関
係
団
体
で
あ
る
あ
お
も
り
産
品
販
売
促
進

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
※
2
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
、
市
産
農
林
水
産
品
の
魅
力
や
旬
の
時
期
な

ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●「
幸
た
っ
ぷ
り
と
青
森
市
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

県
と
大
型
量
販
店
が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
青
森
県

フ
ェ
ア
」や
、
市
と
青
森
農
業
協
同
組
合
と
で
連
携
し

て
実
施
す
る
主
要
市
場
で
の
り
ん
ご
の
販
売
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
活
用
し
た
効
果
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
※
3
を
展

開
し
、
市
産
農
林
水
産
品
の
魅
力
を
国
内
外
へ
積
極
的

に
P
R
し
ま
す
。

●
物
産
展
、
商
談
会
等
の
開
催
情
報
や
首
都
圏
等
の
バ
イ

ヤ
ー
の
情
報
な
ど
、
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
販

路
拡
大
に
必
要
と
な
る
有
用
な
情
報
の
収
集
に
努
め
る

ほ
か
、
大
規
模
展
示
商
談
会
等
へ
の
出
展
を
通
じ
て
市

産
農
林
水
産
品
に
対
す
る
需
要
等
を
把
握
し
、
関
係
団

体
や
生
産
者
等
と
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

●
生
産
者
等
の
経
営
の
多
角
化
と
所
得
向
上
及
び
農
林
水

産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、
生
産
者
等
が
行

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

農林水産業の振興

第2項
農林水産業の
経営体質の強化

あおもり産品の
販売力の強化

第1項

P046 P048

第3項
農林水産業の生産・
流通基盤の維持・強化

P051

あおもり産品キャッチフレーズ・

ロゴマーク

あおもり産品フェア

※2［SNS］ （Social Networking Service の略）登録した利用者だけが参加できるインター
ネットを利用したサービス。
※3［トップセールス］ 一般的には、企業の社長自ら自社製品の特長や優秀性を宣伝し、積極的にセー
ルスを行うこと。ここでは市長自らが地方の産物・産業を、他の国や地方へ売り込むこと。

う
6
次
産
業
化
※
1
に
向
け
た
取
組
を
促
進
す
る
ほ
か
、

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
カ
シ
ス
、ア
オ
ベ
ジ
※
2
、ナ
マ
コ
、八
甲
田
牛
な
ど

地
域
特
性
の
高
い
農
林
水
産
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。

食
育
※
3
及
び
地
産
地
消
※
4
の
推
進

●
農
林
水
産
品
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
ほ

か
、生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
促
進
、更
に
は
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
給
食
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、市
産
農

林
水
産
品
の
域
内
消
費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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第
2
項

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

農
林
水
産
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

農
地
の
利
用
集
積
や
新
技
術
の
導
入
、

経
営
の
多
角
化
な
ど
に
よ
る
経
営
体
質
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

販
路
拡
大
・
販
売
力
の
強
化

●
市
の
広
報
媒
体
で
あ
る
広
報
あ
お
も
り
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
関
係
団
体
で
あ
る
あ
お
も
り
産
品
販
売
促
進

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
※
2
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
、
市
産
農
林
水
産
品
の
魅
力
や
旬
の
時
期
な

ど
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●「
幸
た
っ
ぷ
り
と
青
森
市
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

県
と
大
型
量
販
店
が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
青
森
県

フ
ェ
ア
」や
、
市
と
青
森
農
業
協
同
組
合
と
で
連
携
し

て
実
施
す
る
主
要
市
場
で
の
り
ん
ご
の
販
売
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
活
用
し
た
効
果
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
※
3
を
展

開
し
、
市
産
農
林
水
産
品
の
魅
力
を
国
内
外
へ
積
極
的

に
P
R
し
ま
す
。

●
物
産
展
、
商
談
会
等
の
開
催
情
報
や
首
都
圏
等
の
バ
イ

ヤ
ー
の
情
報
な
ど
、
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
販

路
拡
大
に
必
要
と
な
る
有
用
な
情
報
の
収
集
に
努
め
る

ほ
か
、
大
規
模
展
示
商
談
会
等
へ
の
出
展
を
通
じ
て
市

産
農
林
水
産
品
に
対
す
る
需
要
等
を
把
握
し
、
関
係
団

体
や
生
産
者
等
と
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

●
生
産
者
等
の
経
営
の
多
角
化
と
所
得
向
上
及
び
農
林
水

産
品
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、
生
産
者
等
が
行

主な取組

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

※1［6次産業化］ 農林漁業者自らが生産だけでなく加工・流通販売を一体的に行ったり、農林漁業者と商工業者が連携して事業を
展開する、農林漁業の可能性を広げようとする取組。
※2［アオベジ］ 「ケール」などの西洋野菜・「筒井赤かぶ」などの伝統野菜など、新たな特産品を育てることを目的に2013（平成25）
年度から取り組んでいる「あおもり魅力野菜」の愛称。
※3［食育］ 生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を通じて、「食」に関する知識と「食」を
選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること。
※4［地産地消］ 国内の地域で生産された農林水産物（食用に供されたものに限る）をその生産された地域内で消費すること。

※5 ［認定農業者］ 農業経営基盤強化促進法に基づいて、効率的で安定した農業経営を目指すた
め作成する「農業経営改善計画」を市に提出して認定を受けた農業者のこと。
※6［集落営農組織］ 集落単位で農家が各自の農地を持ち寄り、共同で農機具を所有したり、農作
業を行ったりする組織。

目 標 と する 指 標

う
6
次
産
業
化
※
1
に
向
け
た
取
組
を
促
進
す
る
ほ
か
、

他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
カ
シ
ス
、ア
オ
ベ
ジ
※
2
、ナ
マ
コ
、八
甲
田
牛
な
ど

地
域
特
性
の
高
い
農
林
水
産
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。

食
育
※
3
及
び
地
産
地
消
※
4
の
推
進

●
農
林
水
産
品
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
の
ほ

か
、生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
促
進
、更
に
は
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
給
食
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、市
産
農

林
水
産
品
の
域
内
消
費
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

商談会出展を支援した団体の商談件数
●商談件数

基準値：31件〈2018（平成30）年度〉

46 件
目標値

（H：平成）
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目 標 と する 指 標

0 4 90 5 0

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

（人）
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出典：農林水産省「漁業センサス」

H20 25 （年）
（2008） （2013）

年齢別漁業就業者数の推移（青森市）

※1［スマート農業］ ロボット技術や情報通信技術等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生産等を可能にする新たな農業。
※2［地力］ その土地が農作物を育てる生産力。
※3［GAP］ （Good Agricultural Practice の略）農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保するための
生産工程管理の取組。
※4［グリーンツーリズム］ 農山漁村地域において、自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型余暇活動。
※5［ブルーツーリズム］ 農山漁村地域において、自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型余暇活動のうち、特に漁村地域における
活動。

農業経営基盤強化促進法に基づき、
新たに農業経営に取り組むために
作成する「青年等就農計画」を市に
提出して認定を受けた者（各年度）

●認定新規就農者数

基準値：10経営体〈2018（平成30）年度見込み〉

8 経営体
目標値

本市の耕地面積に占める担い手への
農地利用集積面積（自己所有、借入地、
特定農作業受託の合計面積）の割合

●担い手への農地集積率

基準値：42.3％〈2017（平成29）年度〉

51.9 ％
目標値

市内における地域振興作物（高収益作物：
「青森市地域農業再生協議会水田フル活
用ビジョン」において設定している品目）
の作付面積

●地域振興作物
　（高収益作物）の作付面積

基準値：36.5ha〈2018（平成30）年度〉

45.5 ha
目標値

市内の漁業生産量の合計
●漁業生産量

基準値：11,371t〈2017（平成29）年〉

14,219 t
目標値

721人721人 722人722人

24.7%24.7%

11.8%11.8%

55.3%55.3%

8.2%8.2%

24.8%24.8%

14.5%14.5%

53.6%53.6%

4.1%4.1%

（H：平成）
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農
林
水
産
業
の
生
産
・
流
通
基
盤
の
維
持
・
強
化

主な取組

担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

優
良
農
地
の
確
保

●
将
来
に
わ
た
っ
て
農
用
地
等
と
し
て
利
用
す
る
べ
き
区
域
を

定
め
、
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
努
め
ま
す
。

●
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
や
大
型
機
械
の
導
入
に
よ
る

効
率
的
な
営
農
環
境
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ほ
場
※
2
の
大
区
画
化
、
農
道
、
用
水
路
・
排
水
路
の
整
備
な
ど

の
基
盤
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
地
・
森
林
・
漁
港
等
の
適
正
な
管
理
・
有
効
活
用

●
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
に
つ
い
て
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
す

担
い
手
や
、
就
農
希
望
者
、
企
業
等
に
対
し
て
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
、
所
有
者
に
対
し
て
農
地
と
し
て
の
活
用
を
促
し
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
を
図
り
ま
す
。

●
農
地
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
の

継
続
等
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
多
面
的
機
能
が
今
後
と
も

適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

●
森
林
所
有
者
等
が
作
成
す
る
「
森
林
経
営
計
画
」に
基
づ
い
た

効
率
的
な
森
林
の
施
業
と
適
切
な
森
林
の
保
護
を
通
じ
て
、

森
林
の
持
つ
多
様
な
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

●
林
道
の
保
全
・
改
良
を
通
じ
て
、
適
切
な
林
道
環
境
の
確
保
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
森
林
の
適
正
な
維

持
管
理
を
図
り
ま
す
。

●
国
の「
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
」に
基
づ
き
、漁
港
機
能
の
高

度
化
と
快
適
な
漁
港
環
境
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
県
と
連
携
し
て
、
増
殖
場
や
漁
礁
の
造
成
な
ど
、
沿
岸
漁
場
の

開
発
に
よ
り
、
漁
業
生
産
力
の
向
上
と
漁
場
の
効
率
的
利
用

を
図
り
ま
す
。

●
漁
場
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、自
然
保
護
意
識
の
高
揚
な
ど
を

通
じ
て
、陸
奥
湾
の
水
質
汚
染
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

市
場
取
引
の
活
性
化

●
卸
売
市
場
が
生
鮮
食
料
品
な
ど
の

流
通
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
、売
買
取
引
方
法
の
見
直

し
や
取
引
事
務
の
簡
素
化
な
ど
、取

引
の
効
率
性
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

ほ場整備　荒川中部地区

農
林
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
や
森
林
の
適
正
な
管
理
と
資
源
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、優
良
農
地
の
確
保
や
森
林
な
ど
が
持
つ
多

面
的
機
能
※
1

の
維
持
・
発
揮
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水
産
業
の
生
産
基
盤
で
あ
る
漁
港
や
漁
場
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
水
産

資
源
の
保
護
を
図
り
ま
す
。流
通
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、市
場
機
能
の
充
実
を
図
り
、市
場
取
引
の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。※1［多面的機能］ 農業・農村が有する国土の保全、水源の涵養、良好な景観の形成などや、森林が

有する温室効果ガス吸収源や土砂災害防止などの機能。
※2［ほ場］ 作物を栽培する田畑。

水田面積のうち、
ほ場整備を実施済みの面積の割合

●ほ場整備の割合

基準値：75.2%〈2017（平成29）年度〉

80.0%
目標値

市内の人工林面積のうち、
森林経営計画に基づく間伐等の
森林整備をした割合

●森林整備率

基準値：6.39%〈2017（平成29）年度〉

14.51%

%

目標値

卸売市場で取扱う水産物、青果、花きの
年間取扱金額

●卸売市場年間取扱高

基準値：38,289百万円
                〈2017（平成29）年度〉

38,289
百万円

目標値

現在整備中または今後整備が予定されて
いる本市管内漁港の整備された割合

●漁港整備率

基準値：0%〈2018（平成30）年度〉

75目標値

青森市中央卸売市場



担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　
　
広
域
的
な
連
携
な
ど
に
よ
る
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
※
1
を
通
じ
て
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
芸
術
、
食
な
ど
の
地
域

特
性
を
活
か
し
た
魅
力
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
近
年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光
客
を
は
じ
め
と

す
る
国
内
外
の
観
光
客
へ
の
受
入
態
勢
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

0 5 30 5 4

基本方向

施策の体系
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1
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創
り

第
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観
光
の
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・
誘
客
の
推
進

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
3
節 

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

※1［プロモーション］ 消費者に製品やサービスを認識させ、購入してもらうための広告、広報などの情報発信や販売促進などの活動。

さ
せ
る
取
組
が
各
自
治
体
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

《
観
光
資
源
の
状
況
》

●
本
市
は
、
八
甲
田
連
峰
や
陸
奥
湾
な
ど
の
美
し
い
自

然
と
、
そ
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
豊

富
で
多
彩
な
食
に
加
え
て
、
世
界
に
誇
る
青
森
ね
ぶ

た
祭
や
三
内
丸
山
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
縄
文
遺

跡
、
温
泉
な
ど
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

●
本
市
は
、
冬
季
に
お
け
る
観
光
客
数
が
夏
季
な
ど
に

比
べ
落
ち
込
む
状
況
に
あ
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

第3節 

現状と
課題
現状と
課題

《
広
域
観
光・
受
入
態
勢
の
状
況
》

●
本
市
は
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
結
節
点

と
し
て
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と

す
る
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

●
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う
新
幹
線
と
航
空
路
線
を

組
み
合
わ
せ
た
周
遊
観
光
や
、ク
ル
ー
ズ
客
船
の
青

森
港
へ
の
寄
港
増
加
の
ほ
か
、国
際
定
期
便
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
就
航
な
ど
に
よ
り
、
本
市
を
訪
れ
る
国
内

外
の
観
光
客
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

2
0
2
0
（
令
和
2
）年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
大
き
な
契
機
と
な
り
、
今
後
も

更
な
る
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
単
独
自
治
体
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
周
辺

自
治
体
等
と
連
携
し
た
誘
客
P
R
や
情
報
発
信
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
づ
く
り
な
ど
、
広
域
連
携
の

動
き
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
近
年
、増
加
が
著
し
い
外
国
人
観
光
客
を
は
じ
め
と
す

る
国
内
外
の
観
光
客
に
対
し
て
、情
報
収
集
や
、決
済

環
境
、交
通
網
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
、利
便
性
と
満

足
度
を
高
め
、滞
在
時
間
の
増
加
と
滞
在
の
質
を
向
上

観光の振興・
誘客の推進

第2項

観光資源の充実広域観光の推進

第1項

P055 P057

第3項

受入態勢の強化

P058

出典：青森県「観光入込客統計概要」
（H：平成）

観光入込客数の推移（青森市）

4,999千人

5,020千人

4,964千人

5,769千人

5,939千人
6,013千人

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500
（千人）

　H22
　（2010）

　23　24　25　26　27　28（年）
　（2016）

4,949千人

クルーズ客船お見送りクルーズ客船お見送り



担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

主な取組第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
3
節 

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
3
節 

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

目 標 と する 指 標

0 5 50 5 6

第
1
項

広
域
観
光
の
推
進

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
る

戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
※
1

を
展
開
し
ま
す
。

広
域
観
光
を
推
進
す
る
体
制
の
強
化

●
広
域
観
光
の
推
進
に
向
け
、
観
光
事
業
者
等
と
連
携
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
※
2（
分
析
）を
通
じ
て
、ニ
ー
ズ・
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
誘
客
戦
略
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係

自
治
体
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
観
光
に
携
わ

る
人
材
の
育
成
や
事
業
者
の
競
争
力
が
高
ま
る
よ
う
な
情

報
提
供
を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
が
、広
域
観
光
圏
の
核
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
も
、

本
市
の
魅
力
を
高
め
る
誘
客
・
受
入
態
勢
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

戦
略
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
発
信

●
国
を
は
じ
め
、
県
、
関
係
自
治
体
・
団
体
と
連
携
し
、
観
光

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
N
I
P
P
O
N 

こ
こ
だ
け 

青
森
市
」

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
国
内
外
へ
の
効
果
的
な
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

●
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
情
報
発
信
や
情
報
媒
体

（
S
N
S
※
3
な
ど
）を
活
用
し
た
的
確
な
情
報
提
供
を
通

じ
て
、
国
内
外
の
旅
行
市
場
へ
本
市
の
魅
力
を
訴
求
し

ま
す
。

航
空
路
線
や
ク
ル
ー
ズ

客
船
を
活
用
し
た

誘
客
の
促
進

●
観
光
客
の
更
な
る
増
加

を
目
指
し
、
国
内
外
の

定
期
航
空
路
線
の
維

持
・
拡
大
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
の
増
加
を
図
る
た

め
、
効
果
的
な
情
報
発
信
と
セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

M
I
C
E
※
4

誘
致
の
促
進

●「
国
際
会
議
観
光
都
市
」※
5
で
あ
る
本
市
が
有
す
る
都

市
の
拠
点
性
や
施
設
な
ど
の
機
能
、
魅
力
的
な
観
光
資

源
を
活
か
し
、
県
や
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

M
I
C
E 

誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

※1［プロモーション］ 消費者に製品やサービスを認識させ、購入してもらうための広告、広報な
どの情報発信や販売促進などの活動。
※2［マーケティング］ 消費者の意見や要望を商品などに的確に反映するため、消費者の動向や
市場の情報を科学的に収集・分析すること。
※3［SNS］ （Social Networking Service の略）登録した利用者だけが参加できるインター
ネットを利用したサービス。

※4［MICE］ 企業等の会議（Meeting）、企業などの行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・
団体、学会などが行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集
客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。
※5［国際会議観光都市］ 「国際会議等の誘致の促進及び開催の円滑化等による国際観光の振興に関する法律（コンベンション法）」
に基づき、コンベンションの振興に適すると観光庁長官が認定した都市。

本市を訪れた観光客数
●観光入込客数（延べ人数）

基準値：6,040千人〈2017（平成29）年〉

6,202千人
目標値

目標値

人泊

市内の主要宿泊施設における宿泊者数

●主要宿泊施設宿泊者数
　（延べ人数）

基準値：1,115,350人泊〈2018（平成30）年〉

1,133,220



担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
3
節 

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

第 

1
章 

 
し
ご
と
創
り

第
3
節 

観
光
の
振
興
・
誘
客
の
推
進

観
光
資
源
の
充
実

自
然
、
歴
史
、
文
化
芸
術
、
食
な
ど
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、

四
季
を
通
じ
た
魅
力
づ
く
り
を
進
め
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る

観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

※3［ホスピタリティ］ おもてなし。特に観光においては、観光客が安心して快適に過ごせるよう、事業
者のみならず地域の人々が観光客にあたたかく接する精神。
※4［Wi-Fi］ 電波を用いて高速なデータ通信を行う通信技術で、複数のコンピュータや電子機器を
相互に接続して通信ネットワークを形成すること。
※5［キャッシュレス決済］ 紙幣と硬貨を使わない決済方法。

※1［ブラッシュアップ］ 現状の状態よりもさらにいい状態にすること。
※2［スノーアクティビティ］ スキー・スノーボードやスノートレッキングなど、雪を活用した遊びやスポー
ツのこと。

0 5 70 5 8

受
入
態
勢
の
強
化

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
快
適
に
周
遊
・
滞
在
で
き
る
よ
う
に

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
な
ど
受
入
態
勢
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。 目 標 と する 指 標目 標 と する 指 標

第
2
項

第
3
項

主な取組主な取組

観
光
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

●
本
市
な
ら
で
は
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
芸
術
、
食
の
ほ
か
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
活
用
し
、こ

こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
※
1
を
図
り
、
四
季
を
通
じ
て
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
冬
季
の
観
光
客
の
増
加
に
向
け
、日
本
三
大
樹
氷
の
一
つ
で
あ
り
、国
際
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
る
八
甲
田
の
樹
氷
の
ほ
か
、ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
※
2
な
ど
、本
市
の
冬
季
に

お
け
る
観
光
資
源
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

観
光
施
設
等
の
充
実

●
文
化
観
光
交
流
施
設
「
ね
ぶ
た
の
家 

ワ・ラ
ッ
セ
」を
は
じ
め
、
主
要
な
観
光
施
設
等
に

お
い
て
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
客
が
楽
し
め
る
展
示
内
容
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
道
の
駅
な
ど
地
域
の
活
性
化
拠
点
と
な
っ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
受
入
態
勢
と
受
入
環
境
の
充
実

●
観
光
客
の
満
足
度
向
上
を
目
指
し
、
観
光
事
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
※
3
向
上
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

活
用
し
た
観
光
案
内
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
快
適
で
安
全
・
安
心
に
周
遊
・
滞
在
で
き
る
よ
う
、
観
光
案
内

機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
ほ
か
、
多
言
語
対
応
や
W
i-

F
i
※
4
環
境
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
※
5
な
ど
の
受
入
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

交
通
網
の
充
実
と
利
用
促
進

●
広
域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
駅
や

空
港
な
ど
の
ア
ク
セ
ス
拠
点
と
、
市
街
地
・
八
甲
田
地
区
・

浅
虫
地
区
な
ど
の
観
光
地
を
周
遊
し
や
す
い
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

●
本
市
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光
客
が
快
適
に
移
動
で
き

る
よ
う
、
的
確
な
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
、
観
光
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

青森市観光交流情報センター

昼間（10時から18時）に
本市に滞在した外国人観光客数

●外国人観光客滞在者数
　（延べ人数）

基準値：125,168人〈2017（平成29）年〉

目標値

市内の主要宿泊施設における
外国人宿泊者数

●主要宿泊施設外国人
　宿泊者数（延べ人数）

基準値：86,833人泊〈2018（平成30）年〉

147,653人泊目標値 210,929人

冬季（1-3月、11,12月）に
本市を訪れた観光客数

●冬季観光入込客数
　（延べ人数）

基準値：1,733千人〈2017（平成29）年〉

目標値 1,883千人



担
い
手
の
育
成
・
確
保

●
新
規
就
業
者
や
後
継
者
、
地
域
と
連
携
し
て
農
林
水
産

物
の
生
産
を
行
お
う
と
す
る
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
県

や
青
森
農
業
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
相
談
、
研
修
、
就
業
の
各
段
階
に
応
じ
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、意
欲
の
あ
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
と
定
着
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
認
定
農
業
者
※
5
や

集
落
営
農
組
織
※
6
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
県
や

青
森
農
業
協
同
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、農
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
農

林
水
産
業
に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
経
営
体
質
の
強
化

（
農
業
分
野
）

●
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
・
情
報
通
信
技
術
等
の
先
進
技
術
の
導

入
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
※
1
な
ど
、
作
業
の
省
力
化
や

生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
促
進
し
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
農
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
を
図
り
ま
す
。

●
経
営
規
模
の
拡
大
に
向
け
て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
等
へ

の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
を
促
進
し
、
農
地
利
用
の

効
率
化
と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
力
※
2

の
維
持
・
増
強
な
ど
健
全
な
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
コ
メ
や
り
ん
ご
な
ど
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
市
奨
励
作
物
や
高
収
益
作
物
の
作
付
け

を
促
進
し
ま
す
。

●
本
市
の
気
候
に
あ
っ
た
作
物
や
、
高
品
質
で
収
益
性
の

高
い
作
物
の
調
査
・
研
究
、
生
産
技
術
の
指
導
を
行
い
、

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
や
、
労
働
環
境
の
安
全

の
確
保
、
経
営
の
改
善
に
向
け
、
国
や
県
と
連
携
し
、

G
A
P
※
3（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
認
証
取
得
を
目

指
す
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

●
企
業
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
観
光
体
験
型
農

業
の
受
入
態
勢
の
整
備
や
魅
力
の
向
上
を
図
り
、
グ

リ
ー
ン・ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
※
4
・5
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
林
業
分
野
）

●
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
（
林
業
経
営
者
）に
集
積
・
集
約
し
、
効
率
的
な
森

林
整
備
と
林
業
経
営
の
安
定
及
び
担
い
手
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て

は
、
市
が
管
理
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

木
材
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

（
漁
業
分
野
）

●
漁
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
、
漁
獲
量
の
大
部
分
を
占

め
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
優
良
稚
貝
の
安
定
的
な
確
保
と
養
殖
数
量
の

適
正
な
管
理
を
通
じ
て
、
産
地
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
漁
業
経
営
の
合
理
化
・
近
代
化
に
伴
う
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
融
資
環
境

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
資
材
等
の
共
同
利
用
な
ど

を
促
進
し
、
効
率
的
な
漁
業
経
営
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
市
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
の
試
験
研
究
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
特
性
に

合
っ
た
新
た
な
栽
培
漁
業
品
種
の
研
究
、
開
発
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
漁
業
経
営
の
多
角
化
・
安
定
化
に
資

す
る
た
め
、
ナ
マ
コ
・
ホ
ヤ
種
苗
な
ど
の
供
給
機
能
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

資
源
循
環
型
農
業

●
減
化
学
合
成
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
や
、
稲
わ
ら
の
利
活
用
な
ど
の
有
機

資
源
を
有
効
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
土
壌
や
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
環
境
保
全
型
生
産

資
材
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

地域企業新ビジネス挑戦支援プロジェクト
[ しごと創り ]

　
青
森
市
で
は
、
活
力
あ
る
経
済
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ま
が
、

生
き
が
い
や
や
り
が
い
を
実
感
し
な
が

ら
働
き
続
け
ら
れ
る「
し
ご
と
創
り
」が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な「
し
ご
と
創
り
」を
目
指

し
、産
業
、学
術
研
究
機
関
、金
融
機
関
、

官
公
庁
が
連
携
し
、地
元
青
森
で
ビ
ジ

ネ
ス
に
挑
戦
す
る
皆
さ
ま
を
支
援
す
る

た
め
、次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
①
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
中

小
企
業
者
や
創
業
者
に
対
し
、そ
の
事

業
に
か
か
る
初
期
投
資
に
関
す
る
費
用

を
助
成
す
る「
地
域
企
業
新
ビ
ジ
ネ

ス
挑
戦
支
援
事
業
」

　
②
市
の
起
業
・
創
業
な
ど
の
相
談
窓

口
で
あ
る
「
あ
お
も
り
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
セ
ン
タ
ー
（
あ
お
ビ
ジ
）」

の
運
営

　
③
地
域
内
外
で
活
躍
す
る
先
輩
起
業

家
を
招
い
た
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
、地
域

で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
促
進
す
る

「
あ
お
も
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

セ
ミ
ナ
ー
（
あ
お
★
ス
タ
）」の
開
催

　
④「
あ
お
ビ
ジ
」等
を
活
用
し
て
起
業・

創
業
し
た
事
業
者
と
、起
業
家
や
支
援

機
関
と
の
交
流
、さ
ら
に
は
首
都
圏
で

開
催
さ
れ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
事
業
者
の
選
定
を
目
的
と
し

た「
あ
お
★
ス
タ
ピ
ッ
チ
交
流
会
」

の
開
催

　
⑤
中
小
企
業
診
断
士
や
税
理
士
、社
会

保
険
労
務
士
な
ど
に
よ
る
、ビ
ジ
ネ
ス

に
関
す
る「
個
別
相
談
会
」の
開
催

　
⑥
学
生
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト「
A
B
C

－

G
A
T
E
」の

開
催

　
⑦
学
生
団
体
等
が
行
う
地
域
経
済・産

業
振
興
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
課
題
解
決

や
将
来
の
起
業
に
つ
な
が
る
現
地
学
習

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
）に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る「
あ
お
も
り
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ
支
援
事
業
」

　
⑧
空
き
ビ
ル
や
空
き
店
舗
な
ど
の
実

在
す
る
遊
休
不
動
産
を
活
用
し
な
が
ら
、

新
た
な
商
業
者
の
育
成
と
遊
休
不
動
産

の
再
生
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
エ
リ
ア
の
魅
力
と

価
値
の
向
上
を
図
る「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
連
携
さ
せ
て
、
青

森
市
の
魅
力
あ
る「
し
ご
と
創
り
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
8（
平
成
30
）年
7
月

に
、青
森
商
工
会
議
所
会
館
1
階
に

開
設
さ
れ
た
「
A
O
M
O
R
I  

S
T
A
R
T
U
P 

C
E
N
T
E
R

（
あ
お
も
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
）」内
に「
あ
お
ビ
ジ
」を
移
転
し

ま
し
た
。こ
の「
あ
お
ビ
ジ
」で
は
、起
業・

創
業
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
す
る
た
め
の
窓
口
を
開
設
し
て
お
り
、

「
自
分
の
お
店
を
出
し
た
い
」「
会
社
を

作
っ
て
事
業
を
始
め
た
い
」と
い
う
方

に
、起
業・創
業
の
専
門
家
が
支
援
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
、起
業
か
ら
起
業
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
く
れ
る
心
強
い
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
2
0
1
8（
平
成

30
）年
度
は
、5
6
3
件
の
相
談
に
対
応
）

　
更
に
セ
ン
タ
ー
内
の
オ
ー
プ
ン
な
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
、起
業
家
や
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
個
人
事
業
主
な
ど
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。利
用
者
同
士

の
出
会
い
や
交
流
が
、新
た
な
事
業
の

創
出
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
な
ど
、地
域
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
す

る
上
で
大
切
な「
人
と
の
つ
な
が
り
」が
、

「
あ
お
ビ
ジ
」を
活
用
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、青
森
市
で
は
、世
代
を

問
わ
ず「
や
り
た
い
！
」と
思
っ
た
こ
と

に
挑
戦
す
る
皆
様
の
後
押
し
が
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
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